
 

 

仕様書（金沢八景キャンパス） 
１ 件名 
公立大学法人横浜市立大学金沢八景キャンパスで使用する一般ガスの供給について          

 
２ 需要場所 
名 称  公立大学法人横浜市立大学金沢八景キャンパス 

  所在地  横浜市金沢区瀬戸 22 番２号 
 
３ 仕様 
（１） ガスの種類  都市ガス１３Ａ 
（２） 供給熱量   一般ガス導管事業者が定める小売託送供給約款（需要場所で払い 

出す託送供給）による。 
（３） 供給圧力    中圧 
（４） 対象メーター ＮＳＰ１００.０（社番 601697970） 
           ＮＳＰ  ６５.０（社番 204697341） 
           ＮＩＰ    ６.０（社番 232684045） 
                     ＮＢＰ    ４.０（社番 489503589） 
                     ＮＳＰ  ６５.０（社番 581697321） 
                     ＮＳＰ１００.０（社番 586697906） 
                     ＮＢＰ  ６.０（社番 531792236） 
                     ＮＢＰ  ６.０（社番 541683603） 
                     ＮＳＰ１２０.０（社番 541698412） 
                     ＮＳＰ １０.０（社番 599693639）                                            
                     ＮＳＰ １６.０（社番 631504314） 
                     ＮＳＰ １０.０（社番 631693573） 
                     ＮＳＰ１００.０（社番 541697838） 
                     ＮＢＰ  ６.０（社番 539698096） 
                     ＮＩＰ  ６.０（社番 232684031） 
                     ＮＳＰ ５０.０（社番 649696928） 
                     ＲＭＢ２００.０（社番 042935106） 
                     ＮＳＰ ３０.０（社番 641695601） 
                     ＲＭＢ１００.０（社番 142859081） 
                     ＲＭＢ３２０.０（社番 222859044） 

ＮＳＰ ６５.０（社番 606697322） 
                     ＮＳＰ ４０.０（社番 639696637） 
                     ＮＳＰ ３０.０（社番 669695560） 
                     ＮＳＰ ５０.０（社番 661696775） 
                     ＮＢＰ  ６.０（社番 439503683） 
 
４ 予定ガス使用量 
（１） 予定最大時間流量        ３６４㎥／ｈ 

※予定最大時間流量とは、１年間を通じての１時間あたりの最大ガス使用量をいい、
原則としてこれを超えないものとする。 

（２） 予定年間ガス使用量       ２７９，８７７㎥ 
※予定年間ガス使用量とは、契約で定める１年間の予定月別使用量の合計量をいう。 

（３） 予定年間引取量   ２５１，８８９㎥（予定年間ガス使用量の９０％） 
※予定年間引取量とは、契約で定める１年間の最低引取量をいう。 



 

 

 
（４） 予定月別使用量 
                                                 

（単位：㎥） 
年 月 使用量合計（中圧） 

 令和８年  ４月 １１，６０４ 
  令和８年 ５月 １３，５９２ 
  令和８年 ６月 ２５，６５４ 
令和８年 ７月 ４０，８４８ 

  令和８年 ８月 ２７，９８０ 
令和８年 ９月 ２７，９３８ 

  令和８年 10 月 １２，６１９ 
  令和８年 11 月 １０，８５８ 
  令和８年 12 月 ２５，１６３ 
  令和９年  １月 ３１，６３２ 
  令和９年  ２月 ２８，６８２ 
令和９年  ３月 ２３，３０７ 

計 ２７９，８７７ 
 
５ 供給期間 
令和８年４月１日から令和９年３月３１日まで 

 
６ 保安 
供給者は、ガス事業法に定める保安責任を負うものとする。 

 
７ 料金 
（１）料金は、公的機関の発表する貿易統計（平成２７年６月から８月の平均値）のガス

の原料に関する価格（トン当たり５７，３００円）に基づいて算定するものとする。
なお、石油石炭税等租税課金はＬＮＧトン当たり１,８６０円、ＬＰＧトンあたり１，
８６０円の場合のものとする。 

（２）ガス料金は、ガス小売事業者の原料費調整制度に準じ、調整を行うものとする。 
 


